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1. はじめに 

本工事は，復興道路である三陸沿岸道路の田野畑北

IC（仮称）～普代間にある尾肝要普代道路において，3

橋の上部工床版工事をおこなうものである．床版コン

クリートには，東北地方整備局「東北地方における RC

床版の手引き（案）2019 年試行版」に基づき，凍害，

塩害，ASR，疲労に対して多重防護を施した高耐久コン

クリートを用いる．本稿では，1 橋目に施工した芦渡こ

道橋（鋼単純桁非合成鈑桁橋）について，試験施工か

ら本施工の施工体制および品質確認結果を報告する．  

 試験施工を通して得られた知見を本施工へ反映する

計画とした．配合計画および施工手法は近隣工区かつ

同プラントの同種工事実績があったため，品質管理お

よび施工方法を参考にした１）．  

2. 芦渡こ道橋床版コンクリート施工 

1) 仕様および品質管理項目 

 試験施工および本施工（芦渡こ道橋）で実施した品

質管理試験実施項目一覧を表-1 に示す．配合は

27-15-25BB の多重防護仕様（膨張材 20kg/m3）とし，短

繊維を 455g/ m3 添加した．凍害抑制の観点から空気量

5.0～6.9％に増加している．なお，表-1 に示す N 式貫

入試験と仕上げの相関関係については，別途報告する． 

 

 

 

 

 

 

 

2) 試験施工で得られた知見 

試験施工は，本施工と同様に橋軸，横断方向に 3％勾

配を設けた模擬床版（幅 4.8×延長 9.6×厚さ 0.22m）を

用いて，実機練りかつポンプ圧送にて施工した．品質

管理試験（表-1）において概ね良好な値を得られたが，

特殊配合（W/B=45%以下，目標空気量 6.0%）における

フレッシュ性状の経時変化を把握するため，スランプ

と空気量を 30 分毎に出荷後 2 時間まで併せて計測した

（図-1）．これらの結果より，空気量の経時変化は軽微

であるが，スランプは出荷後 60 分以降より急激な低下

が見受けられたため，運搬時間 35 分から 25 分以上の

場内待機が生じるとスランプが低下すると想定された．

さらに，夏期施工であることを考慮すると，待機時間

の短縮化が必要であると考えた． 

 

 

 

 

 

 

 

3) 本施工の施工体制 

待機時間の短縮化を目的として，受入試験を 2 班体

制（写真-1）とし，短繊維投入効率を向上するため専

用足場（写真-2）を設置した．これらの取組により，

出荷から荷卸し時間まで概ね 60 分以内で完了でき，筒

先におけるスランプ低下等は目視確認されなかった． 

 

 

 

 

 

 

床版コンクリートは 10 ブロック（橋軸方向へ 3.6m）

に分けて打込み，表-2 に示す人員配置で施工した．各

施工ブロックの打込みに要した時間は概ね 30 分，各ブ

ロックの仕上げ（粗，平坦，最終）についても 20～30

分程度とほぼ同一であったため，本施工におけるブロ

ック割および施工体制は妥当であったと判断した． 

 キーワード 高耐久床版，空気量，膨張材，表面吸水試験，表層透気試験，レーザースキャナ 
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表-1 品質管理試験実施項目一覧 

試験項目 規格値 備　考
施工時間計測 -

スランプ 15±2.5cm

空気量 5.0～6.9％

N式貫入試験 - 打込み完了時点より30分毎

圧縮強度試験 27N/mm
2
以上 σ28

仕上がり平坦性確認 - レーザースキャナ

表面吸水試験 - SWAT

表層透気試験 - トレント法

硬化後

施工時
現着：連続して5台目まで，以降は50m3毎

短繊維投入後，筒先：1台目および50m3毎

図-1 スランプと空気量の経時変化 

写真-1 受入試験 2 班体制 

① 

② 

写真-2 短繊維投入専用足場 
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4) 仕上げバイブレータ 

ブロック割およびコンクリートの打込み方向を図-2

に示す．仕上げバイブレータ（φ40mm，3 班体制）の

挿入位置は，□400mm で区切られた木枠を用いて明示

した．締固め時間は，近隣工区等の実績を踏まえ 8 秒

とし（図-3），打設指揮者の合図（電子ホイッスル）で

管理した（写真-3）．なお，締固め時間はあくまで目安

とし，打設指揮者のコンクリートの性状目視確認によ

り適宜微調整した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 硬化後品質管理試験 

1) 表層品質確認試験 

養生完了後，表面の緻密性を表面吸水試験（SWAT）

および表層透気試験（トレント法）により測定した． 

表面吸水試験結果は，3 段階評価（緻密，普通，粗）

のうち，すべて「緻密」評価となった（図-4）．表層透

気試験結果は，5 段階評価（優，良，一般，劣，極劣）

のうち，概ね「良」評価（一部，「一般」）となった（図

-5）．したがって，床版表層部の緻密性が確保されてい

ることから，コンクリートの打込みおよび仕上げ，養

生は良好であったと考えた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 仕上がり平坦性確認 

高耐久床版上の平坦性不良は滞水を誘発し，疲労耐

久性の低下や床版表層部の土砂化の誘因となるため，

平坦性の確保が重要である．よって，養生完了後にレ

ーザースキャナを用いて表層面の平坦性を確認した． 

測定結果を図-6 に示す．ヒートマップ図は標高差を

色別で表したものである．勾配に沿って色が変化して

いることから，水が滞留する箇所は確認されず，仕上

げのタイミングや人員配置，施工方法において良好で

あったと考えた． 

 

 

 

4. まとめ 

学識経験者から施工前に助言を得たことや，他社実

績と試験施工の知見を踏まえた施工計画と打込みの実

施により，当社として初めての高耐久 RC 床版を不具合

なく施工できた．また，施工後には学識経験者らの視

察により，仕上がりを確認し意見交換も実施した．こ

れらの知見を次施工に反映し，引続き良好な品質で竣

工を迎えることに努める． 

謝辞：学識者，発注者，関係者の皆様には，厚く御礼を申し上げます． 
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図-6 ヒートマップ図 

図-2 芦渡こ道橋床版 con 打込み手順 

con打込み方向

移動

仕上げバイブ挿入位置

1BL2BL3BL4BL5BL6BL7BL8BL9BL10BL

橋長34.0m

3.0%勾配

表-2 床版コンクリート施工体制 

♪ﾎｲｯｽﾙ（1回目）

挿入，締固め（6秒）

♪ﾎｲｯｽﾙ（2回目）

引抜き（2秒）

床版厚さ毎に 
マーキング 打設指揮者 

仕上げﾊﾞｲﾌﾞ 3 班 

図-3 締固め時間 写真-3 締固め状況 
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図-4 表面吸水試験（SWAT）結果 

図-5 表層透気試験（ﾄﾚﾝﾄ法）結果 
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役割区分 人員 摘要 役割区分 人員

総指揮者 1 総括管理 ポンプ圧送 2

打設指揮者 2 締固め，打重ね時間管理，荷卸し性状確認 打設管理者 1

品質管理者 2 受入試験結果を踏まえプラントと連絡 性状試験 5

受入管理者 1(1) アジテーター車の入場，短繊維投入管理 筒先バイブ 4

仕上げ管理者 2 N式貫入試験の実施 仕上げバイブ 6

写真管理 (2) 工事状況写真の記録 バイブ位置管理 2

変形管理 (1) 鉄筋，型枠の変状管理，たわみ計測 左官工 12

時間管理 1 施工に要した時間を記録 短繊維投入 2

職員　計 9 その他 7
( )役割兼務 作業員　計 41
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